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第１号議案

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会
式典基本計画（案）

別冊参照
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第２号議案

別冊参照

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会
総合開・閉会式会場の基本計画（案）



燃ゆる感動かごしま大会

県と会場地市の業務分担・経費負担基本方針（案）

燃ゆる感動かごしま大会の開催にあたり，県と会場地市は，次の基本方針に基づ

き業務を分担し，経費を負担するものとする。 

１ 県が担う業務と負担する経費

 全県的な業務の推進の基本となる計画の策定及び当該計画の実施に必要な総

合調整に関する業務を担い，経費を負担する。 

 開・閉会式の実施及び大会実施本部の運営など，全県的・総合的な大会業務

の準備・運営に関する業務を担い，経費を負担する。 

２ 会場地市が担う業務と負担する経費

競技会開催地の主催者として，競技会実施本部の運営に関する業務を担い，経

費を負担する。 

３ 業務分担・経費負担の細目

 県と会場地市の業務分担の細目は，別表１のとおりとする。 

  県と会場地市の経費負担の細目は，別表２のとおりとする。 

 この細目に定めのない事項で必要なものについては，県と会場地市が協議の

上，別に定める。 
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【別表１】

県 市

総務・企画 開催準備計画の策定（全般） ○

開催準備計画の策定（競技会運営，独自事業） ○

大会実施本部の設置・運営（係員の編成・業務説明会等含む） ○

競技会実施本部の設置・運営（係員の編成・業務説明会等含む） ○

大会実施本部員等必携の作成 ○

競技会実施本部員等必携の作成 ○

競技役員・補助員，実施本部員，各種ボランティア等の服飾の整備 ○

行啓等 行啓本部の設置・運営，行啓計画・警備計画の策定 ○

御泊所，御休息所，御席（ロイヤルボックス）等の整備 ○

ボランティア 各種ボランティアの募集・養成・登録 ○

競技会場へのボランティアの配置 ○

競技会場におけるボランティアの総括（配置・指示・調整等） ○

広報 ポスター，情報誌等の作成・配布 ○

各種広報媒体物・行事等における大会ＰＲ ○ ○

県民運動 県民運動の普及啓発・推進 ○

会場地市における県民運動の推進 ○

歓迎 ふれあい広場の設置 ○

ふれあい広場の運営（開・閉会式会場） ○

ふれあい広場の運営（競技会場） ○

会場地市独自のおもてなし 任意

案内・物品貸与・湯茶接待等の各種サービス施設の設置 ○

案内・物品貸与・湯茶接待等の各種サービス施設の運営・管理 ○

競技 競技実施要項の策定 ○

競技別実施要領の策定 ○

競技別プログラムの作成 ○

競技会の運営（開始式・表彰式・競技記録の報告等） ○

競技用具の整備 ○

競技会運営用消耗品の整備 ○

競技役員等の養成，編成 ○

施設 競技会場の仮設施設の整備，会場設営 ○

市所有競技会場の整備 ○

競技会場の管理・清掃美化 ○

輸送・交通 輸送・交通要項，輸送計画の策定 ○

輸送の実施，駐車場の確保 ○

駐車場内外の交通整理（輸送計画に基づくバス等の運行に係るもの） ○

駐車場の管理・運営（駐車場内の一般車両の誘導，来場者への会場案内） ○

宿泊・弁当 宿泊計画の作成及び配宿の実施，弁当の調達・斡旋 ○

弁当引換所の運営・管理 ○

消防・警備 消防・警備要項，消防・警備計画の策定 ○

消防・警備の実施 ○

医事衛生 医療救護要項の策定，救護所等の設置 ○

救護所等の運営・管理 ○

燃ゆる感動かごしま大会　県と会場地市の業務分担細目

主な業務内容
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【別表２】

県 市 備考

総務・企画 招待状の発送 ○
市が独自で招待する場
合は市で対応

ＩＤカードの作成 ○

大会従事者の保険 ○

競技会実施本部員の旅費 ○

競技会実施本部員の時間外勤務手当 ○

競技会実施本部員業務必携の作成，印刷 ○

実施本部の備品（会場基本設計等記載の備
品）

○ コピー機，ＦＡＸ等

実施本部の備品（会場基本設計等に記載の
ない備品），消耗品

○

競技役員・補助員，実施本部員，ボラン
ティアの服飾

○

開・閉会式 式典の企画・運営，会場施設整備 ○

行啓等 行啓，お成り ○

ボランティア 募集・養成（パンフ，研修等） ○
市が独自で行う場合は
市負担

ボランティアの保険，弁当 ○

広報 印刷物・広報物品等の作成 ○
市が独自で作成する場
合は市負担

広報イベントの開催 ○
市が独自で行う場合は
市負担

歓迎 総合案内所設置（看板，ブース等） ○

ふれあい広場の設置 ○

ドリンクサービスの飲料 ○
市が独自で提供する場
合は市負担

競技 競技運営（競技運営主管団体への委託） ○

プログラムの印刷 ○
市が独自で作成する場
合は市負担

開始式出演団体の旅費等（市が出演依頼す
る場合）

○
内容は競技団体等と調
整必要

表彰物品（メダル，参加章，賞状） ○

競技用具の整備 ○ 国体と調整

競技役員・競技補助員の養成 ○

施設 会場使用料 ○
市は市有施設の使用料
減免への協力

トイレ・スロープ等仮設物の設置 ○

音響設備，通信機器等の配備 ○

会場装飾，看板，サイン表示等 ○

宿泊・輸送 選手団等の配宿，計画バス等の運行 ○

医事衛生 救護所の設置 ○

燃ゆる感動かごしま大会　県と会場地市の経費負担細目

経費項目

市の判断で常設設備又
は市独自の仮設設備
（装飾等）を行う場合
は市負担
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燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会

情報通信基本計画（案）

１ 趣旨

この計画は，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会（以下「両大会」という。）

を円滑に運営するため，情報通信設備の整備について基本となる事項を定める。

２ 基本方針

情報通信設備は，可能な限り既存の設備を活用することとし，整備及び運営に

当たっては，関係機関及び団体等と十分な調整を行い，効率的かつ円滑な通信を

図るものとする。

３ 整備の対象

 両大会運営に関する情報通信設備

ア 両大会の実行委員会（以下「県委員会」という。）は，開・閉会式及び各競

技会の円滑な運営を図るため，両大会を運営する実施本部等に必要な情報通

信設備を整備する。

イ 国体の会場地市町村実行委員会（以下「会場地委員会」という。）は，各競

技会の円滑な運営を図るため，市町村実施本部等に必要な情報通信設備を整

備する。

 記録業務の実施に必要な情報通信設備

迅速かつ正確な記録の送受信を行い，記録業務を円滑に実施するため，県委

員会は，両大会の記録本部において必要な情報通信設備を整備し，また，会場

地委員会は，各競技会場において必要な情報通信設備を整備する。

 両大会参加者等への情報提供に必要な情報通信設備

県委員会及び会場地委員会は，開・閉会式及び各競技会の参加者並びに一般

観覧者に競技日程，結果等の情報を提供するため，総合案内所等に必要な情報

通信設備を整備する。

 報道機関への情報提供に必要な情報通信設備

県委員会は，臨時に設置されるプレスセンターに必要な情報通信設備を整備

する。

４ 情報通信機器の種別

情報通信機器の種別ごとの特徴を考慮して業務内容に適した機器を整備する。

 有線系

加入電話，ファクシミリ及びインターネット環境を整備し，著しく利用頻度

が高く又は重要度が高い場合は専用電話を整備する。
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審議事項 イ

第４号議案



 無線系

一斉連絡を必要とする場合又は連絡の回数が多くかつ通話時間が短い連絡で

ある場合は無線機とし，その他については携帯電話等とする。

５ 企業協賛の活用

情報通信機器の調達については，企業協賛の活用等により経費の節減に努める。

６ 県及び会場地市町村の整備・運営区分

【実施本部】 総務・総合案内 等

【開・閉会式実施本部】

誘導，輸送交通，医事・衛生 等

【記録本部】

【県】

【市町村】

かごしま国体

【各競技会場実施本部】

競技進行，記録，誘導，輸送交通，医事・衛生 等

【実施本部】 総務・総合案内 等

【開・閉会式実施本部】

誘導，輸送交通，医事・衛生 等

【記録本部】

【県】

かごしま大会

【各競技会場実施本部】

競技進行，記録，誘導，輸送交通，医事・衛生 等

県同士の情報通信

県と市町村の情報通信
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燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会

文化プログラム実施基本方針（案）

１ 目的 

    多くの県民が文化・芸術活動を通じて燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会に 

参加することにより，開催気運を醸成し，県民総参加のもと，鹿児島らしさを生か 

した大会を目指すとともに，本県の誇る文化や伝統など，多彩な魅力を全国に発信 

する。 

２ 内容 

  文化プログラムの内容は，次のいずれかに該当し，燃ゆる感動かごしま国体・か 

ごしま大会実行委員会が認めたものとする。 

 (1) スポーツに関連する文化・芸術事業 

 (2) 鹿児島県の文化・芸術等を紹介する事業 

 (3) その他文化プログラムの目的に沿うと認められる事業 

３ 実施者 

  文化プログラムの事業を実施できる者は，次のとおりとする。 

  (1) 公益財団法人日本体育協会，文部科学省，鹿児島県及び特定非営利活動法人日

本スポーツ芸術協会 

 (2) 鹿児島県内の市町村 

 (3) 文化プログラムの開催目的に賛同する団体，機関等（宗教団体，政治団体は除 

  く。） 

４ 期間 

  文化プログラムの実施期間は，原則として，2020 年１月１日から 2020 年 12 月

31 日までの期間とする。 

５ 開催地 

  文化プログラムは，原則として，鹿児島県内で開催する。 

６ 経費負担 

  文化プログラムの実施にかかる経費は，各事業を実施する者が負担する。 
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報告事項　ア 総務専門委員会
平成３０年２月６日決定



燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会運営ボランティア募集要項

１ 目的
2020年に開催される「第75回国民体育大会燃ゆる感動かごしま国体」及び「第

20回全国障害者スポーツ大会燃ゆる感動かごしま大会」（以下「両大会」という。）
において，全国から訪れる選手・監督などの来場者を県民総参加のもと，おもて
なしの心でお迎えするため，両大会の開・閉会式等の運営を支える運営ボランテ
ィアを募集する。

２ 募集主体
燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県実行委員会」と

いう。）とする。

３ 募集人数
第75回国民体育大会 「燃ゆる感動かごしま国体」 1,700人
第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」 3,500人

４ 募集期間
平成30年７月２日（月）から募集人員に達するまで

５ 応募要件
平成20年４月１日以前に生まれた方（2020年４月１日時点で12歳以上）で，活

動日での参加が可能な方。ただし，応募時点で18歳未満の方の申込みについては，
保護者の同意を得るものとする。

６ 申込方法
登録申込書に必要事項を記入の上，県実行委員会事務局に持参・郵送・ＦＡＸ

又は両大会ホームページにより申し込む。
なお，グループでの申込みもできるものとする。

７ 登録・取消
県実行委員会は，応募要件を満たした応募者を運営ボランティアとして登録し，

運営ボランティア登録証を交付する。
なお，両大会のイメージを損なう行為等があった場合は，県実行委員会の判断

で登録を取り消すことがある。

８ 活動内容及び活動日
両大会の開・閉会式及び第20回全国障害者スポーツ大会の各競技会場における

来場者の受付・案内等の業務を補助する活動を行う。
(1) 活動種別・内容

種 別 内 容
受付・案内 来場者受付，会場案内，誘導，介助等
会場整理 観客改札，観客誘導，座席案内等
会場美化 装花管理，ゴミ箱管理，会場内清掃等
会場サービス 弁当・飲み物の配布，車椅子貸出等
式典運営 開・閉会式の式典補助等
医療救護 救護所での救護活動の補助等
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報告事項　イ 広報・県民運動専門委員会
平成３０年１月２９日　決定



(2) 活動日
区 分 活 動 日(2020年） 場所（予定）

燃ゆる感動 総合案内所等 10月２日(金)～10月13日(火) 鹿児島市 霧島市

かごしま国体
総合開会式 10月３日(土) 鹿児島市
総合閉会式 10月13日(火) 鹿児島市
リ ハ ー サ ル 大 会 ５月(予定)

鹿児島市 いちき串木野市 指宿市
燃 ゆる感動

公式練習日 10月23日(金)
南九州市 霧島市 姶良市 鹿屋市

かごしま大会 各 競 技 会 10月24日(土)～26日(月)
総合案内所等 10月23日(金)～26日(月) 鹿児島市 霧島市
開 会 式 10月24日(土) 鹿児島市
閉 会 式 10月26日(月) 鹿児島市

９ 活動日及び配置箇所の決定
登録者の活動日・配置箇所については，事前に実施する希望調査を参考に県実

行委員会が決定する。

10 研修等
県実行委員会は，両大会に関する認識を深め，開・閉会式等の円滑な運営を行

えるよう，登録者を対象とした研修等を実施する。

11 待遇
(1) 活動及び研修等への参加に係る報酬は無償とし，交通費は自己負担とする。
(2) 服飾等の識別用品及び昼食については，必要に応じて県実行委員会が支給す
る。

(3) 活動及び研修に当たり，県実行委員会の負担により，「傷害保険」及び「賠
償責任保険」に加入する。

12 関係機関との連携
運営ボランティアの募集に当たっては，各会場地市町村実行委員会等と連携を

図るとともに，学校，企業，社会福祉協議会及びＮＰＯ等の各種団体の協力を得
るものとする。

13 個人情報の取扱い
(1) 応募者の個人情報については，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行
委員会における特定個人情報取扱規程，その他関係法令の規定に基づき，その
保護を図るものとする。

(2) 登録者の個人情報については，県実行委員会が主催する両大会の運営のため
に使用し，その他の目的には使用しない。ただし，申込時に各会場地市町への
情報提供に同意している登録者の情報に限り，各会場地市町村からの要請に応
じて提供することができるものとする。

(3) 登録者を研修や活動の際に撮影した写真・動画については，両大会を広報す
る目的の限りにおいて，県実行委員会のホームページその他広報媒体に掲載で
きるものとする。

14 その他
この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附則
この要項は，平成３０年１月２９日から施行する。
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燃ゆる感動かごしま大会リハーサル大会

１ 目 的

大会の競技運営，審判技術等の向上を図るとともに，大会に対する県民の理解

と関心を高める。 

２ 競 技

 個人競技（６競技）

毎年開催されている「鹿児島県障害者スポーツ大会」をリハーサル大会とし

て開催。 

※ 燃ゆる感動かごしま大会の鹿児島県代表選手選考会を兼ねる。 

 団体競技（７競技）

毎年持ち回りで開催されている「全国障害者スポーツ大会九州ブロック予選

会」について，全ての競技をリハーサル大会として鹿児島県で開催。 

３ 会 場

燃ゆる感動かごしま大会と同じ。 

４ 主催者

燃ゆる感動かごしま大会における開催地主催者と同じ。 

５ 期 日

 2020 年５月 16 日（土）～17 日（日） 

※ 17 日（日）のみの開催とするか，16 日（土），17 日（日）の２日間開催と

するかについては，競技団体や会場地市と協議の上，決定。 

-11-

報告事項　ウ(ア)
全国障害者スポーツ大会
専門委員会
平成３０年２月９日決定



燃ゆる感動かごしま大会競技役員等編成要項

燃ゆる感動かごしま大会（第 20 回全国障害者スポーツ大会）における競技役員等の編成につ

いては，この要項に基づき実施する。 

１ 編成方針

 競技役員等の編成に当たっては，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務

局が競技運営主管団体等と協議の上，決定する。 

 競技役員等の編成に当たっては，必要最小限の人数により最大限の効果をあげることがで

きるよう，適正かつ効率的な配置を行うものとする。 

 競技役員等の編成に当たっては，県内における障害者スポーツの普及・振興を図るため，

できる限り県内役員で編成するものとし，原則として，複数の競技を担当しないものとする。 

 競技役員等の編成に当たっては，競技運営主管団体及び会場地市関係者のみならず，県民

総参加の理念のもと，広く県民の積極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 

２ 競技役員等の種類，定義及び編成方法

競技役員等の種類，定義及び編成方法は，次のとおりとする。 

種 類 定 義 編成方法 

競

技

役

員

審判員 
直接競技の審判に

携わる者 

県内の有資格者又はそれに準じる者をもって編成する

ことを原則とし，必要に応じて中央及び近県競技団体関

係者を含めて編成する。 

運営員 

審判員を除き，直

接競技の運営に携

わる者 

競技運営主管団体関係者で編成することを原則とし，

必要に応じて中央及び近県競技団体関係者を含めて編成

する。 

競技補助員 

競技役員の補助と

して競技運営に携

わる者 

 競技運営主管団体等の協力を得て編成し，会場地市及

び周辺市町村に在住する当該競技関係者，中学生，高校

生，大学生等をもって編成する。 

３ 競技役員等の調整

競技役員等の編成に当たり，競技役員等が２つ以上の役務等に重複する場合には，次の原則

により調整する。 

 監督，コーチ及び選手と競技役員等の重複については，監督，コーチ及び選手を優先する。 

 ２競技以上の競技役員等の重複については，その業務内容により，関係者が協議して調整

する。 

 同一競技内の業務の重複については，関係者が協議し，その業務内容により重複を認める。 

４ その他

この要項に定めるもののほか，必要な事項は，関係者が協議の上，決定する。 
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【参考】

○　競技役員等編成スケジュール

年度 月 競技役員・競技補助員編成

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

競技役員等編成調査（事前）

燃ゆる感動かごしま大会

本大会競技役員名簿作成

本大会編成(案)修正

障スポ大会リハ大会
競技役員委嘱・補助員協力校委嘱

本大会競技補助員名簿作成

リハ大会競技役員名簿作成 リハ大会競技補助員名簿作成

競技役員及び競技補助員 編成計画（最終）策定

競技補助員協力校への依頼

競技補助員動員に係る協議

競技役員等編成調査（１次）

競技役員等編成調査（２次）

競技役員等編成要項策定

競技役員等編成・養成計画策定（１次）

競技役員等編成・養成計画策定（２次）
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燃ゆる感動かごしま大会競技用具整備要項

１ 趣旨 

この要項は，燃ゆる感動かごしま大会（第 20 回全国障害者スポーツ大会）の競

技運営に万全を期するとともに，障害者スポーツの普及・振興に資することを目的

とし，大会の開催に必要な競技用具の整備について必要な事項を定める。 

２ 競技用具の区分 

 この要項でいう競技用具とは，次表のとおりとする。 

区 分 内 容 例 示 

競

技

用

備品 
競技を実施するために直接必要な備品 

（施設及び施設に付帯するものは除く。）

フライングディスクゴ

ール，ＳＴＴ用卓球台等

消耗品 競技を実施するために直接必要な消耗品
ボール，石灰，ラインテ

ープ等 

運

営

用

備品 

競技を実施するために直接必要な備品以

外のもので，競技運営に必要な備品 

（施設及び施設に付帯するものは除く。）

机，テント，放送器具等

消耗品 
競技を実施するために直接必要な消耗品

以外のもので，競技運営に必要な消耗品
事務用品，清掃用具等 

 この要項でいう備品とは，その性質又は形状を変えることなく比較的長期間に

わたって使用に耐えるもので，取得価格が 20,000 円以上の物品をいう。 

 この要項でいう消耗品とは，備品以外のものをいう。 

３ 競技用具の整備 

 競技用具の整備に当たっては，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委

員会事務局（以下「事務局」という。）が，競技運営主管団体及び会場地市と協

議し，決定する。 

 競技用具の整備に当たっては，次の順位により行うものとする。 

ア 県，会場地市，競技会場，競技運営主管団体等が現有する用具を使用する。 

イ 先催県から引き継いだ用具を使用する。 

ウ 燃ゆる感動かごしま国体（第 75回国民体育大会）で使用した用具を借用する。 

エ 県内施設，各種団体及び民間業者等から借用する。 

オ ア～エによっても不足するものは，事務局が購入する。 

４ 競技用具の転用及び処分 

購入した競技用具の転用及び処分等については，大会終了後，事務局の責任にお

いて行う。 

５ その他 

この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

-14-

報告事項　ウ(ウ)
全国障害者スポーツ大会
専門委員会
平成３０年２月９日決定



【参考】 

１ 競技用具整備スケジュール 

2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

２ 先催県における各競技の競技用具（抜粋） 

 【競技用の例】 

走高跳用マット（障害者用），スラローム用旗門，入退水すべり防止マット，的用

畳，的紙，ＳＴＴ用卓球台，ネット・ネットサポート，試合球，ゴールネット，

ダブルベース，ＢＳＯカウント表示器，ホームベース，ピッチャープレート，バ

レーボール支柱，審判台，サッカーゴール，ラインズマンフラッグ 等 

 【運営用の例】 

項目 品  名 

開始式・表彰式 プラカード，式台，表彰台，手話台，表彰状，白布，白手袋等

競技記録・成績 パソコン，プリンター，ＦＡＸ，コピー機，記録用集計用紙，

オーダー用紙，バインダー，筆記用具，電卓 等 

救 護 救急用ベッド，担架，血圧計，医薬品，副木，三角巾，ガーゼ，

脱脂綿，体温計，爪切り，アイシングパック，コールドスプレ

ー，テーピングテープ，救命具，毛布，タオル 等 

放送・通信 放送器具，ＦＭ通信機，ワイヤレスインカム，加入電話，トラ

ンシーバー，ハンドマイク，メガホン 等 

競技会場整備 芝刈機，ローラー，一輪車，リヤカー，スコップ，石灰，石灰

入れ，整備用砂，防塵剤，砂袋，散水ホース，スポンジ，ロー

プ，グラウンドシート 等 

運 搬 各種運搬車，移動台車 等 

案内・掲示 各種案内板，各種掲示板，会場表示板，成績掲示板，各種組合

せ板，チーム掲示板 等 

その他 

(共通使用物品) 

テント，机，いす，事務用品類，腕章，雨具，用具修理工具，

ビデオカメラ，バッテリー，タオル，モニターテレビ，クーラ

ーボックス 等 

競
技
用
具
整
備
要
項

競
技
用
具
調
査
（
第
１
次
）

競
技
用
具
調
査
（
第
２
次
）

本
大
会

競技用具整備

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
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燃ゆる感動かごしま大会オープン競技

１ 選定（案）

競技名 障害の種類 主催団体 競技会場 
実施予定日 

（2020年） 

スポーツ吹矢 身体 
鹿児島県 

スポーツ吹矢協会 

ハートピア 

かごしま 

（鹿児島市） 

10月18日(日)

電動車椅子 

サッカー 
身体 

日本電動車椅子 

サッカー協会 

鹿児島 

アリーナ 

（鹿児島市） 

10月17日(土)

～18日(日)

ふうせん 

バレーボール 

身体 

知的 

精神 

鹿児島ふうせん 

バレーボール協会 

郡山体育館 

（鹿児島市） 
10月25日(日)

２ 選定理由

  平成29年９月１日から10月２日までの間，燃ゆる感動かごしま大会で実施するオープ

ン競技について募集したところ，３競技団体から応募があった。 

当該３競技について，第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」オー

プン競技実施基本方針における選定基準に基づき審査したところ，全ての競技が基準を満

たしていた。 

３ 今後のスケジュール

平成 30 年２月 14 日 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会第１回常任 

委員会に選定結果を報告 

平成30年２月中旬  文部科学省及び公益財団法人日本障がい者スポーツ協会と協議 

平成30年３月    燃ゆる感動かごしま大会オープン競技の決定 

＜参考＞ 

○ オープン競技の選定基準（第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」

オープン競技実施基本方針より抜粋） 

ア 主催団体が，自主運営により競技会を実施できること。 

イ 原則として，かごしま大会の開催期間内に実施が可能であること。 

ウ 県内に出場可能な選手・チームが存在すること。 

エ 県外の選手・チームが出場できるルールが確立していること。 

   オ 既設の競技施設により実施可能であること。 

-16-

報告事項　ウ(エ)
全国障害者スポーツ大会
専門委員会
平成３０年２月９日決定



○ 競技概要 

スポーツ吹矢 電動車椅子サッカー ふうせんバレーボール 

個人・団体 個人 団体 団体 

競技人数 

1人 1チーム4人以内 

1人はゴールキーパー 

1チーム6人 

基本 障害者3人 

   健常者3人 

試合時間 
5本×4ラウンド 

1ラウンド3分以内 

20分ハーフ 

約1時間 

1試合15分もしくはラリー

ポイント制で15点先取 

主なルール 

内容

6ｍ・8ｍ・10ｍ 

障害の部門に応じた距離 

スポーツ吹矢式呼吸法を用

い，構えなど決まった動き

を基に吹いて的に当たった

得点を競う 

バスケットボールコート 

6ｍの間隔でゴールを設置

する。コーンやポストを固

定。電動車椅子にフットガ

ードを取付け，ボールを操

作する。 

バドミントンコート 

1 チーム 6 人全員がボール

に触れてから相手コートに

返球する（10回以内の打数）

先催県におけ

るオープン競

技開催実績 

H25東京大会 

H31 茨城大会（予定） 

 H20大分大会 

H26 長崎大会 

競技人口 

県内に100名以上 

うち障害者30名程度 

全国は不明 

県内に13名 

全国 243名（33チーム） 

県内に200名以上 

全国は不明 

備考 

・かごしま国体のデモスポ

種目(於：平和公園串良平

和アリーナ) 

・日本選手権を毎年開催 

・かごしま大会以降もオー

プン競技として実施した

い意向あり 

・全国大会を北九州で，九

州大会を鹿児島で毎年開

催 

○ 先催県でのオープン競技実施（予定）数 

Ｈ27和歌山：２ ，Ｈ28岩手：４ ，Ｈ29愛媛：３ ，Ｈ30福井：３ ，Ｈ31茨城：６ 
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3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

○ 　

　 ○

【正式競技】
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

全種別 鹿児島市 5 鹿児島県立鴨池陸上競技場 ● ● ● ● ●
3 志布志運動公園陸上競技場 ● 　 ● ●
2 しおかぜ公園多目的広場A ● ●
2 しおかぜ公園多目的広場B ● ●
3 国分運動公園陸上競技場 ● ● ●
2 国分運動公園多目的広場 ● ●
2 まきのはら運動公園多目的広場 ● ● 　
4 加世田運動公園陸上競技場 ● ● 　 ● ●
3 加世田運動公園多目的広場 ● ● ●
3 吹上浜海浜公園運動広場 ● ● ●

成年男女 4 東開庭球場 ● ● ● ●
少年男女 4 鹿児島県立鴨池庭球場 ● ● ● ●
成年男女 5 丸山自然公園人工芝コート ● ● ● ● ●
少年男女 5 薩摩川内市樋脇屋外人工芝競技場 ● ● ● ● ●
成年男子
少年男子

5 ● ● ● ● ●

成年女子 4 ● 　 ● ● ●
成年男子 いちき串木野市 4 いちき串木野市総合体育館 ● ● ● ●
成年女子 鹿屋市 4 平和公園串良平和アリーナ ● ● ● ●

3 桜島総合体育館 ● ● ●
1 鹿児島アリーナ ●

少年女子 4 鹿児島アリーナ ● ● ● ●
成年男子 4 姶良市総合運動公園体育館 ● ● ● ●
成年女子 4 姶良市蒲生体育館(おおくすアリーナ) ● ● ● ●

少年男子 薩摩川内市 5 薩摩川内市総合運動公園総合体育館
(サンアリーナせんだい) ● ● ● ● ●

少年女子 いちき串木野市 5 いちき串木野市総合体育館 ● ● ● ● ●
成年男子
少年男子

4 ● ● ● ●
女子 2 ● ●
全種別 鹿児島市 4 鹿児島市平川特設セーリング会場 ● ● ● ●
成年男子
少年男子

5 ● ● ● ● ●
女子 2 ● ●

5 霧島市国分体育館 ● ● ● ● ●
5 霧島市溝辺体育館 ● ● ● ● ●
3 霧島市隼人体育館 ● ● ●
2 霧島市横川体育館 ● ●
2 霧島市立国分中央高校体育館 ● ●

ロード・レース
成年男子
少年男子
女子

錦江町
鹿屋市
肝付町
南大隅町

1 大隅広域特設ロード･レースコース ●

トラック・レース
成年男子
少年男子
女子

南大隅町 4 鹿児島県根占自転車競技場 ● ● ● ●

全種別 鹿児島市 4 東開庭球場 ● ● ● ●
全種別 鹿児島市 5 松元平野岡体育館 ● ● ● ● ●

4 鹿児島県立鴨池野球場 ● ● ● ●
2 鴨池公園野球場(鴨池市民球場) ● ●
3 日置市伊集院総合運動公園野球場 ● ● ●
2 日置市東市来運動公園湯之元球場 ● ●

薩摩川内市 2 薩摩川内市総合運動公園野球場 ● ●
出水市 2 出水市総合運動公園野球場 ● ● 　

成年男子
少年男子

奄美市 3 奄美体験交流館 ● ● ●
成年男子
成年女子
少年

霧島市 5 霧島市牧園特設馬術競技場 ● ● ● ● ●

全種別 垂水市 4 垂水中央運動公園体育館 ● ● ● ●
成年男子
少年男子
女子

鹿児島市 3 鹿児島アリーナ 　 ● ● ●

競技
日数

競技会場

第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」　競技会会期

10月

10月

総合閉会式
鹿児島県立鴨池陸上競技場

陸上競技

サッカー

成年男子 志布志市

女子

競技名 種別 会場地

ホッケー 薩摩川内市

ボクシング 阿久根市

霧島市

少年男子 南さつま市

テニス 鹿児島市

バスケットボール

姶良市

レスリング 日置市

阿久根総合運動公園総合体育館

バレーボール ６人制
少年男子

鹿児島市

ハンドボール 全種別 霧島市

自転車

日置市吹上浜公園体育館

セーリング

ウエイトリフティング 薩摩川内市 薩摩川内市入来総合運動場体育館

相撲

馬術

フェンシング

柔道

ソフトテニス

卓球

軟式野球 成年男子

鹿児島市

日置市

式典 会場地 式典会場

総合開会式
鹿児島市
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燃ゆる感動かごしま国体競技会会期



第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」　競技会会期

【正式競技】
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

成年男子 3 諏訪運動公園陸上競技場 ● ● ●
少年男子 3 知覧平和公園陸上競技場 ● ● ●
少年女子 3 知覧平和公園多目的球場 ● ● ●
成年女子 指宿市 3 開聞総合グラウンド ● ● ●
全種別 指宿市 4 指宿総合体育館 ● ● ● ●

遠的 全種別 3 出水市陸上競技場特設遠的会場 　 ● ● ● 　
近的 全種別 4 出水市総合体育館特設近的会場 　 ● ● ● ●
50m 3 ● ● ●
10m･AP 4 ● ● ● ●
BR,BP

少年男子
少年女子

3 ハートピアかごしま ● ● ●
CP 成年男子 姶良市 3 鹿児島県警察学校 ● ● ● 　

全種別 霧島市 3 霧島市牧園アリーナ ● ● ●
成年男子 2 　 ● ● 　
女子 2 　 ● ● 　

4 北薩広域公園かぐや姫グラウンド ● ● ● ●
4 北薩広域公園運動広場 ● ● ● ●

リード 3 ● ● ●
ボルダリング 3 ● ● ●
スプリント 全種別 伊佐市 4 伊佐市菱刈カヌー競技場 ● ● ● ●
スラローム 2 ● ● 　
ワイルドウォー
ター

2 ● 　 ●
全種別 鹿児島市 3 鹿児島ふれあいスポーツランド運動広場 ● ● ●

全種別 薩摩川内市 3 薩摩川内市総合運動公園総合体育館
(サンアリーナせんだい) ● ● ●

成年男子
少年男子

霧島市 3 霧島市立国分中央高校体育館 ● ● ●
成年女子
少年女子

枕崎市 3 枕崎市立総合体育館 ● ● ●
全種別 鹿児島市 5 サンライトゾーン ● ● ● ● ●
成年男子 3 霧島ゴルフクラブ ● ● ●
少年男子 3 溝辺カントリークラブ ● ● ●
女子 姶良市 3 鹿児島高牧カントリークラブ ● ● ●

成年男子
成年女子

天城町 1 天城町特設トライアスロン会場 ●

【正式競技(会期前実施競技)】
12 13 14 15 16 17 18 19 20

土 日 月 火 水 木 金 土 日

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日

競泳 全種別 3 　 ● ● ●
飛込 全種別 3 ● ● ●

少年男子 3 ● ● ●
女子 3 ● ● ●

シンクロナイズ
ドスイミング

少年女子 1 ●
オープンウォー
タースイミング

男子　女子 屋久島町 1 屋久島町一湊海水浴場特設オープン
ウォータースイミング会場 　 ●

全種別 鹿屋市 4 鹿屋市輝北ダム特設ボートコース ● ● ● ●

バレーボール
ビーチバレー
ボール

男子　女子 大崎町 4 大崎町ビーチスポーツ専用競技場 ● ● ● ●

競技 全種別 4 ● ● ● ●
新体操 少年女子 2 ● ●
トランポリン 男子　女子 1 ●

【特別競技】
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

硬式 ― 鹿児島市 4 鹿児島県立鴨池野球場 ● ● ● ●
軟式 ― 出水市 4 出水市総合運動公園野球場 ● ● ● ●

【公開競技】

種別 会場地
競技
日数

競技会場

全種別 垂水市 2 垂水中央運動公園体育館 ８月 ２２日 （土） ～ ８月 ２３日 （日）

全種別 曽於市 2 曽於市末吉総合体育館 ９月 ２６日 （土） ～ ９月 ２７日 （日）

全種別 知名町 3 おきえらぶ文化ホールあしびの郷・ちな ８月 ２１日 （金） ～ ８月 ２３日 （日）

全種別 指宿市 2 指宿市営陸上競技場 ９月 ２６日 （土） ～ ９月 ２７日 （日）

全種別 霧島市 2 霧島市丸岡公園緑地公園 ９月 ２６日 （土） ～ ９月 ２７日 （日）

10月

ソフトボール

ライフル射撃

全種別
鹿児島市

鹿児島県ライフル射撃場

剣道

競技名 種別 会場地
競技
日数

競技会場

南九州市

バドミントン

弓道 出水市

スポーツクライ
ミング

全種別 南さつま市 南さつま市加世田特設スポーツクライミン
グ会場

カヌー 成年男子
成年女子

ラグビーフットボール

鹿児島市 鹿児島県立サッカー･ラグビー場

少年男子 さつま町

競技名 種別 会場地
競技
日数

競技会場

アーチェリー

空手道

銃剣道

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

水泳
鹿児島市 鴨池公園水泳プール

ボート

競技会場

霧島市

トライアスロン

水球

９月

高等学校野球

競技名

体操 鹿児島市 鹿児島アリーナ

10月

競技名 種別 会場地
競技
日数

競技日程

綱引

武術太極拳

パワーリフティング

ゲートボール

グラウンド・ゴルフ

湧水町轟の瀬特設カヌー競技場湧水町
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会場地 式典会場 備考

鹿児島市
かごしまし 鹿児島県立鴨池陸上競技場

１　正式競技

種別 会場地 競技会場 備考

全種別 鹿児島市
かごしまし 鹿児島県立鴨池陸上競技場

競泳 全種別

飛込 全種別

水球
少年男子
女子

シンクロナイズドスイミング 少年女子

オープンウォータースイミング
男子
女子 屋久島町

やくしまちょう 屋久島町一湊海水浴場特設オープンウォータースイミング会場

志布志運動公園陸上競技場

しおかぜ公園多目的広場

国分運動公園陸上競技場

国分運動公園多目的広場

まきのはら運動公園多目的広場

加世田運動公園陸上競技場

加世田運動公園多目的広場

吹上浜海浜公園運動広場

成年男女 東開庭球場

少年男女 鹿児島県立鴨池庭球場

全種別 鹿屋市
かのやし 鹿屋市輝北ダム特設ボートコース

成年男女 丸山自然公園人工芝コート

少年男女 薩摩川内市樋脇屋外人工芝競技場

成年男子
少年男子
成年女子

阿久根市
あ く ね し 阿久根総合運動公園総合体育館

成年男子 いちき串木野市
く し き の し いちき串木野市総合体育館

成年女子 鹿屋市
かのやし 平和公園串良平和アリーナ

少年男子 桜島総合体育館，鹿児島アリーナ

少年女子 鹿児島アリーナ

ビーチバレーボール
男子
女子 大崎町

おおさきちょう 大崎町ビーチスポーツ専用競技場

競技 全種別

新体操 少年女子

トランポリン
男子
女子

成年男子 姶良市総合運動公園体育館

成年女子 姶良市蒲生体育館（おおくすアリーナ）

少年男子 薩摩川内市
さつませんだいし 薩摩川内市総合運動公園総合体育館（サンアリーナせんだい）

少年女子 いちき串木野市
く し き の し いちき串木野市総合体育館

成年男子
少年男子
女子

日置市
ひおきし 日置市吹上浜公園体育館

全種別 鹿児島市
かごしまし 鹿児島市平川特設セーリング会場

成年男子
少年男子
女子

薩摩川内市
さつませんだいし 薩摩川内市入来総合運動場体育館

霧島市国分体育館

霧島市隼人体育館

霧島市立国分中央高校体育館

霧島市溝辺体育館

霧島市横川体育館

ロード・レース
成年男子
少年男子
女子

錦江町
きんこうちょう

鹿屋市
かのやし

南大隅町
みなみおおすみちょう

肝付町
きもつきちょう

大隅広域特設ロード・レースコース

トラック・レース
成年男子
少年男子
女子

南大隅町
みなみおおすみちょう 鹿児島県根占自転車競技場

鹿児島アリーナ

バスケットボール

姶良
あいら

市
し

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール 全種別 霧島市
きりしまし

自転車

ボクシング

バレーボール
６人制

鹿児島市
かごしまし

体操 鹿児島市
かごしまし

テニス 鹿児島市
かごしまし

ボート

ホッケー 薩摩川内市
さつませんだいし

サッカー

成年男子 志布志市
し ぶ し し

女子 霧島市
きりしまし

少年男子 南
みなみ
さつま市

し

第75回国民体育大会（鹿児島県）　実施競技一覧

水泳
鹿児島市
かごしまし 鴨池公園水泳プール

式典

総合開・閉会式

競技名（種目）

陸上競技
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種別 会場地 競技会場 備考

全種別 鹿児島市
かごしまし 東開庭球場

全種別 鹿児島市
かごしまし 松元平野岡体育館

鹿児島県立鴨池野球場

鴨池公園野球場（鴨池市民球場）

日置市伊集院総合運動公園野球場

日置市東市来運動公園湯之元球場

薩摩川内市
さつませんだいし 薩摩川内市総合運動公園野球場

出水市
いずみし 出水市総合運動公園野球場

成年男子
少年男子 奄美市

あまみし 奄美体験交流館

成年男子
成年女子
少年

霧島市
きりしまし 霧島市牧園特設馬術競技場

全種別 垂水市
たるみずし 垂水中央運動公園体育館

成年男子
少年男子
女子

鹿児島市
かごしまし 鹿児島アリーナ

成年男子 諏訪運動公園陸上競技場

少年男子 知覧平和公園陸上競技場

少年女子 知覧平和公園多目的球場

成年女子 指宿市
いぶすきし 開聞総合グラウンド

全種別 指宿市
いぶすきし 指宿総合体育館

近的 出水市総合体育館特設近的会場

遠的 出水市陸上競技場特設遠的会場

50ｍ，10ｍ・ＡＰ 全種別 鹿児島県ライフル射撃場

ＢＲ・ＢＰ
少年男子
少年女子

ハートピアかごしま

ＣＰ 成年男子 姶良
あいら

市
し 鹿児島県警察学校

全種別 霧島市
きりしまし 霧島市牧園アリーナ

成年男子
女子 鹿児島市

かごしまし 鹿児島県立サッカー･ラグビー場

北薩広域公園かぐや姫グラウンド

北薩広域公園運動広場

スポーツクライミング
リード
ボルダリング

全種別 南
みなみ
さつま市

し 南さつま市加世田特設スポーツクライミング会場

スプリント 全種別 伊佐市
い さ し 伊佐市菱刈カヌー競技場

スラローム
ワイルドウォーター

成年男子
成年女子 湧水町

ゆうすいちょう 湧水町轟の瀬特設カヌー競技場

全種別 鹿児島市
かごしまし 鹿児島ふれあいスポーツランド運動広場

全種別 薩摩川内市
さつませんだいし 薩摩川内市総合運動公園総合体育館（サンアリーナせんだい）

成年男子
少年男子 霧島市

きりしまし 霧島市立国分中央高校体育館

成年女子
少年女子 枕崎市

まくらざきし 枕崎市立総合体育館

全種別 鹿児島市
かごしまし サンライトゾーン

成年男子 霧島ゴルフクラブ

少年男子 溝辺カントリークラブ

女子 姶良市
あいらし 鹿児島高牧カントリークラブ

成年男子
成年女子 天城町

あまぎちょう 天城町特設トライアスロン会場

１７市８町 ６９会場

※　全種別（成年男子，成年女子，少年男子，少年女子）

※　男子（成年少年共通)，女子（成年少年共通），少年（男子女子共通）

２　公開競技

種別 会場地 競技会場 備考

綱引 － 垂水市
たるみずし 垂水中央運動公園体育館

武術太極拳 － 曽於市
そ お し 曽於市末吉総合体育館

パワーリフティング － 知名町
ちなちょう おきえらぶ文化ホールあしびの郷・ちな

ゲートボール － 指宿市
いぶすきし 指宿市営陸上競技場

グラウンド・ゴルフ － 霧島市
きりしまし 霧島市丸岡公園緑地公園

４市１町 ５会場

３７競技

競技名

５競技

全種別 出水市
いずみし

ライフル射撃
鹿児島市
かごしまし

トライアスロン

ラグビーフットボール
少年男子 さつま町

ちょう

カヌー

アーチェリー

空手道

銃剣道

なぎなた

ボウリング

ゴルフ 霧島市
きりしまし

剣道

馬術

フェンシング

柔道

ソフトボール

弓道

南九州市
みなみきゅうしゅうし

バドミントン

卓球

軟式野球 成年男子

鹿児島市
かごしまし

日置市
ひおきし

相撲

ソフトテニス

競技名（種目）
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３　特別競技

種別 会場地 競技会場 備考

硬式 － 鹿児島市
かごしまし 鹿児島県立鴨池野球場 ２会場から１会場へ変更

軟式 － 出水市
いずみし 出水市総合運動公園野球場

２市 ２会場

４　デモンストレーションスポーツ

会場地 競技会場 備考 会場

ウォーキング 中種子町
なかたねちょう 西之表港～種子島中央体育館～宇宙センター

エアロビック 出水市
いずみし 出水市総合体育館

遠泳 阿久根市
あ く ね し 阿久根大島

お手玉 鹿児島市
かごしまし ハートピアかごしま体育館

サーフィン 南種子町
みなみたねちょう 竹崎海岸

サイクリング 南
みなみ
さつま市

し 南さつま市内全域

３Ｂ体操 いちき串木野市
く し き の し いちき串木野市総合体育館

史跡巡りウォーキング 東串良町
ひがしくしらちょう 唐仁古墳群周辺

与論町
よろんちょう 与論町町内一円

ジャズ体操 霧島市
きりしまし 国分海浜公園体育館

少年サッカー 宇検村
うけんそん 宇検村野球場

少年相撲 瀬戸内町
せとうちちょう 瀬戸内町大湊緑地公園相撲場

少林寺拳法 いちき串木野市
く し き の し いちき串木野市総合体育館

スポーツチャンバラ 垂水市
たるみずし 垂水中央運動公園体育館

スポーツ吹矢 鹿屋市
かのやし 平和公園串良平和アリーナ 会場変更

ソフトバレーボール 西之表市
にしのおもてし 西之表市民体育館

日置市
ひおきし 日置市吹上浜公園体育館

ターゲット・バードゴルフ 出水市
いずみし クレインパークいずみ西側広場

ダンススポーツ 姶良
あいら

市
し 姶良市総合運動公園体育館

ディスクゴルフ 南九州市
みなみきゅうしゅうし 頴娃運動公園運動場

ドッジボール 大崎町
おおさきちょう 大崎町総合体育館

ドライビングコンテスト（ゴルフ） 南九州市
みなみきゅうしゅうし 地域交流施設（三豊ゴルフクラブ）

パークゴルフ 霧島市
きりしまし 霧島市まきのはら運動公園内　　福山パークゴルフ場

バウンドテニス 薩摩川内市
さつませんだいし 薩摩川内市総合運動公園総合体育館（サンアリーナせんだい）

ビーチフラッグス 阿久根市
あ く ね し 脇本海水浴場

ビリヤード 出水市
いずみし ビリヤード＆ダーツ・撞球亭

フライングディスク 鹿児島市
かごしまし 県立吉野公園内　ディスクゴルフコース，運動芝生広場

ふれあいグラウンド・ゴルフ 龍郷町
たつごうちょう 龍郷町中央グラウンド

徳之島町
とくのしまちょう 徳之島健康の森総合運動公園

ペタンク 姶良
あいら

市
し 姶良市姶良公民館広場

ボート（フネィンカー競漕） 喜界
きかい

町
ちょう 喜界町湾港（喜界町漁業協同組合前）

真向法体操 錦江町
きんこうちょう 錦江町中央公民館

ママさんバレー 長島町
ながしまちょう 長島町総合町民体育館

マラソン 十島村
としまむら 十島村各７島

ミニバレー 知名町
ちなちょう 知名町民体育館

ミニバレーボール 伊仙町
いせんちょう 伊仙町総合体育館

和泊町
わどまりちょう 和泊中学校体育館

ラジオ体操 三島村
みしまむら 三島開発総合センター

ランニングバイク 大和村
やまとそん 奄美フォレストポリス

歴史探訪ウォーキング 志布志市
し ぶ し し 志布志市内一円

１４市１４町４村 ３９会場

競技名等

３６競技

競技名（種目）

高等学校野球

１競技
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燃ゆる感動かごしま国体競技別リハーサル大会運営要領 

第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」競技別リハーサル大会開催基準要項に基づき，

第75回国民体育大会競技別リハーサル大会（以下｢大会｣という。）を開催する場合は，次の事項を

参考にして準備・運営に当たるものとする。 

１ 組織及び業務内容 

大会の準備・運営に関する組織については，会場地市町村の実情により組織するものとし，そ 

の業務内容は国体の運営に準じ，できる限り簡素・効率化の実現に努める。 

２ 実施要項及びプログラムの作成 

実施要項及びプログラムの作成に当たっては，次の事項に留意する。 

(1) 大会名には，原則として，「燃ゆる感動かごしま国体○○競技リハーサル大会｣を併記する。 

(2) 主催・共催・後援及び主管の各団体については，会場地市町村と関係競技団体が協議し，関

係機関と調整の上，決定する。 

  なお，共催・後援等の依頼については，原則として文書で行う。 

(3) プログラムに掲載する内容は，次のとおりとする。 

  ア  あいさつ・歓迎のことば 

  イ  役員等一覧 

  ウ  開会式及び閉会式の次第(実施する場合) 

  エ  競技日程・組合せ 

  オ  参加チーム・監督・選手一覧 

  カ  会場案内(競技会場及び練習会場配置図，案内図など) 

  キ  その他(過去の成績，競技の見方，交通案内，宿泊案内，関係機関の連絡先など) 

(4) プログラム等には第75回国民体育大会の愛称，スローガン，マスコット等を掲載し，啓発に 

努める。 

なお，その使用については，「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会に係る標章及びマス 

コット等使用取扱規程」による。 

３  大会役員及び競技役員等の編成 

大会役員，競技役員等の編成に当たっては，次の事項に留意する。 

(1) 県実行委員会が定める「第75回国民体育大会競技役員等編成基本方針」に準ずるものとする 

が，大会の規模等を考慮し，会場地市町村と関係競技団体で協議の上，編成する。 

(2) 大会役員，競技役員等の委嘱及び依頼については，事前に関係者と十分協議の上，原則とし 

て文書で行う。 

４  会場等の借用 

会場等の借用については，事前に関係者と十分協議し，原則として文書で依頼する。 

５  開会式及び閉会式  

開会式及び閉会式を実施する場合は，効率的な運営に努めるとともに，簡素化を旨とし，選手 

のコンディションに配慮して実施する。 

-24-

報告事項　エ(イ） 競技専門委員会
平成３０年１月２４日　決定



燃ゆる感動かごしま国体自衛隊協力要請基本方針（案） 

１ 趣旨 

燃ゆる感動かごしま国体の運営に万全を期するため，自衛隊に協力を要請することとし，その基本

的事項を定める。 

２ 協力要請の範囲 

協力を要請する範囲は，競技会の運営に関する次の事項を基本とする。 

(1) 通信に関すること 

(2) 輸送に関すること 

(3) 医療及び救急に関すること    

(4) 会場内外の整理に関すること 

(5) その他競技会の運営に関すること

３ 協力要請期間 

協力要請期間は，協力要請業務の遂行上必要な期間とする。 

４ 協力要請手続き 

協力要請の手続きは，次により進める。 

(1) 協力要請計画案の提出 

協力を要請する燃ゆる感動かごしま国体会場地市町村実行（準備）委員会（以下「会場地実行委 

員会」という。）は，関係競技団体と協議・調整の上，協力要請計画案を作成し，燃ゆる感動かご

しま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県実行委員会」という。）に提出する。 

(2) 協力要請計画書の作成 

県実行委員会は，４（1）で会場地実行委員会から提出された協力要請計画案について，自衛隊

及び会場地実行委員会と協議・調整の上，協力要請計画書を作成する。 

(3) 協力要請 

協力要請計画書に基づき，県実行委員会会長は防衛大臣に対し，協力を要請する。 

(4) 協定締結 

県実行委員会は，協力要請後，自衛隊と協力に関する協定を締結する。 

５ 業務分担 

県実行委員会と会場地実行委員会との業務分担は，概ね次によるものとする。 

(1) 県実行委員会が分担する業務 

ア 自衛隊及び関係機関との連絡・調整並びに協力要請計画書の作成 

イ 自衛隊への協力要請及び協定締結 

ウ 全般的な協力要請に係る自衛隊への物品の提供及び便宜供与 

(2) 会場地実行委員会が分担する業務 

ア 関係競技団体との連絡・調整及び協力要請計画案の作成 

イ 協定締結に基づく競技種目別覚書の交換 

ウ 自衛隊との細部事項に係る連絡及び調整 

エ 競技種目別協力要請業務に係る自衛隊への物品の提供及び便宜供与

６ 経費負担区分 

県実行委員会及び会場地実行委員会は，前項の業務分担に基づき必要な経費をそれぞれ負担する。 

７ その他 

この方針に定めるもののほか，自衛隊への協力要請に関して必要な事項は，別に定めるものとする。 
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報告事項　エ(ウ） 競技専門委員会
平成３０年１月２４日　決定



燃ゆる感動かごしま国体 市町村警備・消防防災業務推進指針（案）

１ 目的
この指針は，第75回国民体育大会警備・消防防災基本計画に基づき，会場地市

町村が実施する警備・消防防災業務推進の基本的事項を定めることにより，その

円滑な実施を図ることを目的とする。

２ 実施業務
 自主警備業務

ア 自主警備体制の確立に関すること。
イ 雑踏事故，事件等の防止に関すること。
ウ 交通整理誘導に関すること。
エ 警察，消防防災，医療等の関係機関及び団体等（以下，「関係機関及び団体

等」という。）との緊密な連携に関すること。

 消防防災業務
ア 火災その他災害の予防に関すること。

イ 火災その他災害発生時の情報収集・伝達，避難誘導及び消防防災体制（救
急・救助体制を含む。）の確立に関すること。

ウ 関係機関及び団体等との緊密な連携に関すること。

 大規模災害・突発重大事案対策業務
ア 発生に備えた連絡調整体制及び臨時組織体制の整備確立に関すること。
イ 発生時の情報収集・伝達，避難誘導及び救急・救助体制の確立に関するこ
と。

ウ 発生時の関係機関及び団体等との緊密な連携に関すること。

３ 実施機関
会場地市町村準備（実行）委員会（以下「会場地委員会」という。）は，燃ゆる

感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県委員会」という。）と相互
に連携を図るとともに，関係機関及び団体等の協力を得て，上記の業務を実施す
る。

４ 実施場所
会場地委員会は，競技会場，練習会場，宿泊施設，主催する関連イベント会場

及びその周辺（以下「競技会場等」という。）について，警備・消防防災業務を実

施する。

５ 業務内容
 大会開催前

別記１「大会準備期間中における実施細目」のとおりとする。

 大会開催中
別記２「大会開催期間中における実施細目」のとおりとする。

-26-

審議事項 ア

報告事項　オ 警備・消防専門委員会
平成３０年１月２３日決定



６ その他

 広域配宿に係る実施業務
広域配宿に係る実施業務については，広域配宿を実施する会場地委員会が当

該実施場所を所轄する関係機関及び団体等と協議し，必要な対策を推進する。

 事件・事故防止対策及び防火防災対策の推進
会場地委員会は，事件・事故防止対策及び防火防災対策推進のため，警察・

消防防災機関へ諸対策の協力を依頼する。

 その他
この指針に定めるもののほか，必要な事項については，別に定める。

-27-



【別記１】

大会準備期間中における実施細目

１ 業務内容

 自主警備業務

ア 会場管理運営要綱（仮称）の作成

イ 会場地市町村自主警備実施計画の作成

ウ 自主警備体制の整備確立

エ 実地踏査の実施

オ 通信体制の整備確立

カ 施設，構造物の安全対策の推進

キ 警備員等の人員確保と事前教育・訓練の実施

ク 関係機関及び団体等との連絡協力体制の確立

 消防防災業務

ア 会場地市町村消防防災実施計画の作成

イ 消防防災体制（救急・救助体制を含む）の整備確立

ウ 実地踏査の実施

エ 通信体制の整備確立

オ 消防機関と連携した消防防災設備の点検整備及び防火安全対策の推進

カ 防火防災意識の啓発活動の推進

キ 関係機関及び団体等との連絡協力体制の確立

 大規模災害・突発重大事案対策業務

ア 会場地市町村大規模災害・突発重大事案対策実施計画の作成

イ 発生に備えた情報収集・連絡体制の整備確立

ウ 発生に備えた通信体制の整備確立

エ 発生に備えた選手・監督，一般観覧者等（以下，「大会参加者」という。）

の安全確保及び避難誘導体制の整備確立

オ 発生に備えた救急・救助体制及び医療機関等の協力による救急搬送体制の

整備確立

カ 発生した場合の各種対策の周知
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【別記２】

大会開催期間中における実施細目
１ 実施体制

会場地委員会は，関係機関及び団体等の指導・助言を得て，競技会場等の規模，
内容，施設の状況等に応じた警備・消防防災体制とする。

 会場地市町村実施本部（仮称）に会場地市町村警備・消防防災本部（仮称）
を置く。

 会場地市町村警備・消防防災本部（仮称）は，必要に応じて競技会場等に現
地警備・消防防災本部（仮称）を置く。

 会場地市町村運営本部（仮称）は，大規模災害・突発重大事案が発生又は発
生の恐れがある場合，関係機関及び団体等と緊密な連携を図りながら迅速かつ
的確な初動措置を執るとともに，事案の態様，規模等を勘案し，必要に応じて
地域防災計画等に基づき，その体制に移行又は連携協力する。

２ 業務内容
 自主警備業務

ア 会場管理運営要綱（仮称）及び施設管理規程に基づく会場管理
イ 会場地市町村自主警備実施計画に基づく自主警備の実施
ウ 通信手段の確保，運用
エ 大会参加者の案内及び誘導
オ 関係車両の案内，誘導，交通整理及び駐車場利用状況の把握
カ 入退場者管理（手荷物検査，持ち込み禁止物一時預かり等）
キ 雑踏警備の実施
ク 不審者，不審物の発見と適切な対応
ケ 会場施設等への不法侵入予防，施錠確認等の管理
コ 犯罪行為等，円滑な大会運営を妨害しようとする者への対応
サ 迷子，遺失物等への対応
シ 関係機関及び団体等との緊密な連携

 消防防災業務
ア 火災の警戒及び初期消火活動
イ 火災その他災害情報の収集，伝達及び通報
ウ 会場定員管理
エ 会場等における消防用設備等の点検
オ 消防ポンプ自動車，救急自動車の配備依頼及び通信施設，その他消防防災
業務に必要な機械器具等の配備

カ 通信体制の確保，運用
キ 救急・救助及び医療機関等の協力による救急搬送の実施
ク 災害発生時における避難経路の確保及び避難誘導
ケ 関係機関及び団体等との緊密な連携・情報交換

 大規模災害・突発重大事案対策業務
ア 発生時における事案の概要，被害状況の把握及び交通情報の収集
イ 発生時における大会参加者の安全確保及び避難誘導
ウ 発生時における緊急車両の誘導及び通行路の確保
エ 発生時における救急・救助及び医療機関等の協力による救急搬送の実施
オ 発生時における通信手段の確保，運用
カ 発生時における関係機関との緊密な連携
キ 発生時における県及び市町村災害対策本部との連携（各対策本部が設置さ
れた場合）
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第４回宿泊・衛生専門委員会

平 成 3 0 年 １ 月 1 9 日 決 定

第75回国民体育大会医療救護要項

１ 趣旨

この要項は，第75回国民体育大会（以下「大会」という。）医事・衛生基本計画に

基づき，大会における医療救護に関し必要な事項を定めるものとする。

２ 実施方法

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県委員会」という。）

及び会場地市町村実行委員会（以下「会場地委員会等」という。）は，相互に連絡調

整を図り，医療機関，関係団体等の協力を得て，医療救護を実施する。

３ 実施業務及び分担

県委員会及び会場地委員会等が行う業務は，次のとおりとする。

 県委員会

ア 総合開・閉会式における医療救護

イ 県委員会主催の大会関連イベントにおける医療救護

 会場地委員会

ア 競技会場及び練習会場における医療救護

イ 会場地委員会等主催の大会関連イベントにおける医療救護

ウ 宿泊施設における医療救護

４ 救護所及び救護本部の設置

県委員会及び会場地委員会等は，前項の業務を実施するに当たり，必要に応じて救

護本部及び救護所を設置する。

５ 救護班の設置

 救護所には，救護班を設置する。

 救護班は，医師，歯科医師，看護師，保健師，アスレティックトレーナー及び事

務職員等により，必要に応じた編成とする。

 救護班は，傷病者に対して応急処置を行うとともに，医療機関や関係機関等との

連絡調整を行うなど，医療救護に必要な措置を行う。

６ 医薬品及び救急自動車等の配備

 救護所には，必要に応じて医薬品，医療器具，ＡＥＤ（自動体外式除細動器），

その他必要物品等を配備する。

 ドーピング禁止物質を含有する医薬品は配備しない。

 救急自動車等の配備については，別途関係機関と協議して定める。
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７ 経費の分担

県委員会及び会場地委員会等は，それぞれ担当する医療救護の実施に要する経費を

負担する。

８ 医療費

救護所及び救急自動車等において要した経費を除き，医療費は全て受診者が負担す

る。

９ その他

この要項に定めるもののほか，医療救護の実施に関して必要な事項は，県委員会及

び会場地委員会等が，それぞれ別に定めるものとする。
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燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会標準献立作成方針

１ 目的

  この方針は，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会に参加する選手・監督等が最良

のコンディションで活躍できるよう，栄養面や衛生面に配慮し，かつ，鹿児島らしさを

盛り込んだ食事を提供するために，標準献立を作成することを目的とする。 

２ 栄養基準量

  標準献立における選手等の１日当たりの栄養基準量は，おおむね下表を目安とする。

エ

ネ

ル

ギ

ー

た

ん

ぱ

く

質

脂

質

炭

水

化

物

無機質 ビタミン 食

物

繊

維

カ

ル

シ

ウ

ム

鉄 Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 

kcal g g g mg mg  RAE mg mg mg g 

3,000 110 85 450 1,000 15 1,000 2.3 2.4 200 24 

３ 食品構成 

  上記の栄養基準量に対応した食品構成は，おおむね下表を目安とする。 

食品群 
１日当たりの摂取量 

(g) 
食品群 

１日当たりの摂取量 

(g) 

穀 類 440 緑 黄 色 野 菜 160

肉 類 90 その他の野菜 250

魚 介 類 80 海 藻 類 10

卵 類 60 き の こ 類 60

豆 ・ 豆 製 品 90 果 物 類 200

乳 ・ 乳 製 品 400 砂 糖 類 25

い も 類 100 油 脂 類 35

４ 選手のコンディションづくりへの配慮 

  標準献立は，競技前後の選手のコンディションを考慮し，消化吸収がよく，体力維持

と疲労回復に効果的な食事内容となるよう配慮する。 

５ 食材 

  食材は，両大会開催期間中に入手しやすく，かつ，食事料金も考慮の上，利用可能な

ものを選定する。 

  また，安心・安全な鹿児島県産の農林水産物を積極的に活用する。 

第４回宿泊・衛生専門委員会

平成 30 年１月 19 日決定
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６ 鹿児島らしさ 

鹿児島県内各地の特産物や郷土料理を積極的に取り入れ，豊かな食の魅力あふれる鹿

児島らしいおもてなしを盛り込んだ献立を作成する。 

７ 調理方法 

衛生的な取り扱いを徹底し，肉類や魚介類は加熱調理するなど，衛生管理を配慮する。 

  また，多くの宿泊施設等において標準献立を活用できるよう，特別な調理法や調理器

具を使わず，容易に調理できるものとする。 

８ 作成する献立数 

  作成する献立の数は，おおむね次のとおりとする。 

朝 食 夕 食 単 品 

７例 ７例 35 

９ 標準献立の普及 

作成した標準献立の普及を図るため，献立ごとに特徴，栄養分データ，食材等の分量，

調理方法等を記した「標準献立集」を作成する。 

  また，県内宿泊施設等において，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会に参加する

選手等の献立を調整する際の参考としてもらうことを目的として，宿泊施設等に配布す

るとともに，その普及を図る。 

10 その他の留意点 

アレルギー物質を含む食品に起因する健康被害を未然に防止するため，食品表示法に

よるアレルギー表示の基準に沿った使用食材を表示する。 
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第４回宿泊・衛生専門委員会

平 成 3 0 年 １ 月 1 9 日 決 定

燃ゆる感動かごしま国体馬事衛生対策要項

１ 趣旨

この要項は，第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」医事・衛生基本計画

に基づき，馬術競技参加馬（以下「参加馬」という。）の防疫，健康管理及び輸送等

馬事衛生対策に関し必要な事項を定める。

２ 馬事衛生本部の設置

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県委員会」という。）

及び燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごしま大会霧島市実行委員会（以下「市

委員会」という。）は，馬術競技会場（以下「会場」という。）に馬事衛生本部を設

置し，関係機関・団体等の協力を得て，馬事衛生対策を実施する。

３ 防疫対策

 家畜防疫員の配置

参加馬の防疫のため，馬事衛生本部に家畜防疫員（家畜伝染病予防法第53条第３

項に定める家畜防疫員をいう。）を配置する。

 防疫検査

家畜防疫員は，参加馬が会場に到着したとき，家畜伝染病予防法施行規則による

「馬の検査，注射，薬浴，投薬証明手帳」及び「日本馬術連盟乗馬登録証」の提示

を求め，次に掲げる基準を満たしていることを確認する。

なお，基準を満たしていない馬は入厩させないものとする。

ア 馬伝染性貧血

家畜保健衛生所長による検査成績（平成27年１月１日以降のものに限る。）が

陰性であることの証明がされていること。

イ 馬インフルエンザ予防接種

(ｱ) 基礎接種として，初回ワクチン接種を実施してから21日以上・２か月以内に

２回目の予防接種を行うこと。補強接種については，基礎接種（２回目）から

７か月以内に最初の補強接種を行い，それ以降は１年以内に継続的に補強接種

を受けていること。以上が満たされていない場合は，再度基礎接種から実施し

ていること。

(ｲ) 平成20年３月31日以前に基礎接種を完了している馬は，基礎接種の後の最初

の補強接種は１年以内であれば可とする。また，２回の補強接種の間隔は，２

週間以上２か月以内であれば可とする。

(ｳ) 入厩する６か月＋21日以内に補強接種又は基礎接種（２回目）を受けている

こと。

(ｴ) 入厩前１週間以内のワクチン接種は接種歴として認めない。
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ウ 流行性脳炎予防接種

平成32年５月１日以降に２週間から２か月の間隔で２回のワクチン接種を受け

ていること。

ただし，接種開始時期が４月30日以前の馬については，上記間隔で２回接種完

了後，入厩までに更に１回追加接種すること。

 厩舎地区

馬事衛生本部は，会場内に厩舎地区（厩舎等が設置され，柵等により他から区分

された区域をいう。）を設け，衛生的に管理する。

厩舎地区には，厩舎のほか汚物堆積場その他参加馬の健康管理等に必要な施設等

を設置する。

 消毒及び衛生害虫駆除

馬事衛生本部は，馬降所（馬運車を停車させ，参加馬の積み降ろしを行う場所を

いう。）への入場口付近並びに厩舎地区及び厩舎の出入口に入場する車両及び立ち

入る者の消毒を行うため，消毒施設を設置するとともに，厩舎地区の害虫駆除を行

う。

ア 厩舎の消毒

厩舎の消毒は，参加馬の到着５日以内及び退厩後直ちに行う。

イ 馬降所に入場する車両の消毒

馬運車等馬降所に入場する車両の消毒は，車両が会場に到着したときに行う。

ウ 厩舎に立ち入る者の消毒

厩舎に立ち入る者に，厩舎に出入りする際に手指の洗浄又は消毒及び靴の消毒

を行わせる。

エ 衛生害虫等の駆除

厩舎及び汚物堆積場に殺虫剤を散布し，衛生害虫の発生予防及び駆除に努める。

 立入りの制限

厩舎地区及び馬降所を家畜伝染病予防法施行規則に定める衛生管理区域とし，立

入りは定められた出入口からのみとするとともに，立ち入る者は，あらかじめ市委

員会が配付する「入厩許可証」を身につけるものとする。

 伝染病発生時の対応

救護獣医師（参加馬の傷病の発生に対し，応急処置及び救急の治療に当たる県委

員会が指定する獣医師（次に掲げる外来獣医師を除く。）をいう。以下「救護獣医

師」という。），外来獣医師（必要に応じて参加都道府県が帯同する獣医師をいう。）

及びホースマネージャー（参加馬の管理に係る参加都道府県の責任者をいう。）は，

参加馬に伝染病を疑う事例が発生した場合は，直ちに馬事衛生本部に通報するとと

もに，その指示に従う。

馬事衛生本部は，家畜伝染病予防法に基づき，鹿児島県知事に速やかに届け出る

とともに，まん延の防止のために必要な措置を講じる。

 隔離厩舎の設置

伝染病を発症（疑う事例も含む。）した参加馬を隔離するため，厩舎地区外に隔

離厩舎を設置する。
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４ 参加馬の健康管理

 健康検査

家畜防疫員は，参加馬が入厩する前及び退厩する前に，馬降所等で健康検査を実

施する。

検査は，視診，聴診，打診及び触診等による一般検査とする。ただし，家畜防疫

員が必要と認める時は，血液，尿等の特殊検査を行う。

 健康観察

ホースマネージャーは，入厩期間（参加馬が厩舎に入厩している期間をいう。）

中，毎日，管理する参加馬の健康観察及び体温測定を行い，異常の早期発見に努め

る。

異常が認められる場合には，救護獣医師又は外来獣医師に通報するとともに，家

畜防疫員の指示に従う。

 診療

参加馬の傷病発生等に対処するため，平成32年10月４日（日）から平成32年10月

11日（日）までの間，厩舎地区に馬診療所を設置し，救護獣医師を配置する。

ア 診療時間

馬診療所の診療時間は，昼間及び夜間とする。

イ 診療費用

診療に要した費用は，参加都道府県の負担とし，馬診療所において支払うもの

とする。

ウ 移送

救護獣医師は，必要に応じて参加馬を獣医療機関へ移送する等適切な措置を講じ

るものとする。

なお，移送に要した費用は，参加都道府県の負担とする。

エ 実績の報告

救護獣医師は，診療業務の実績等を「診療簿」（様式１），「診療日報」（様式

２）及び「診療実績書」（様式３）により診療日翌朝までに馬事衛生本部長に報

告する。

オ 外来獣医師による診療活動

外来獣医師は，入厩期間中に診療活動を行う場合には，診療前に「外来獣医師

診療届」（様式４）を，診療後に「外来獣医師診療報告書」（様式５）を，馬事

衛生本部長を経由して日本馬術連盟競技会規程に基づく獣医師団長（以下「獣医

師団長」という。）に提出する。

 装蹄

馬事衛生本部は，参加馬の落鉄等に対処するため，平成32年10月４日（日）から

平成32年10月11日（日）までの間，厩舎地区に装蹄所を設置し，装蹄師を配置する。

ア 開所時間

装蹄所の開所時間は，昼間とする。

イ 装蹄費用

装蹄に要した費用は，参加都道府県の負担とし，装蹄所において支払うものと
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する。

ウ 実績の報告

装蹄師は，装蹄業務の実績等を「装蹄簿」（様式６），「装蹄日報」（様式７）

及び「装蹄実績書」（様式８）により，従事日の業務終了後，馬事衛生本部長に

報告する。

エ 外来装蹄師による装蹄活動

外来装蹄師（必要に応じて参加都道府県が帯同する装蹄師をいう。）は，入厩

期間中に装蹄活動をする場合には，装蹄前に「外来装蹄師装蹄届」（様式９）を，

装蹄後に「外来装蹄師装蹄報告書」（様式10）を，馬事衛生本部長を経由して獣

医師団長に提出する。

５ 厩舎の管理

 厩舎の使用期間等

ア 使用期間

厩舎の使用期間は，原則として平成32年10月４日（日）の午前８時から平成32

年10月11日（日）の午後５時までとする。

イ 入厩及び退厩の日時

(ｱ) 入厩日時

入厩日は，平成32年10月４日（日）から10月６日（火）までとする。

なお，平成32年10月４日（日）及び平成32年10月５日（月）は午前８時から

午後５時までの間，平成32年10月６日（火）は午前８時から正午までの間に入

厩する。

(ｲ) 退厩日時

退厩日は，平成32年10月７日（水）から平成32年10月11日（日）とし，午前

８時から午後５時までの間に退厩する。

 入厩等の手続き

ア 手続

馬運送責任者（参加馬の輸送に係る参加都道府県の責任者をいう。以下同じ。）

は，「入・退厩（変更）申込書」（様式11）及び「予防接種確認票」（様式12）を

馬運車ごとに別葉にして，書留郵便又は宅急便により馬事衛生本部長を経由して

市委員会に提出する。

なお，提出期日は，馬術競技参加申込書の提出期日とする。

また，入厩後に退厩日時を変更する場合は，馬事衛生本部に退厩の２日前まで

に申し込むものとする。

イ 入厩予定日時等の連絡

馬輸送責任者は，参加馬の輸送の出発に関し，入厩予定日時，輸送頭数及び車

両番号等を，電話又はファクシミリにより馬事衛生本部に連絡する。

なお，連絡後に変更が生じた場合も同様とする。

 衛生管理

馬事衛生本部は，厩舎等の施設を常に清潔に保つよう衛生上必要な措置を講じる。
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特に，汚物堆積場は衛生的に管理し，汚物を適正に処理する。

また，ホースマネージャーは，厩舎内外を清潔に保持し，衛生害虫の発生防止

等に努める。

６ 参加馬の輸送

参加馬の輸送は，馬運車を使用するものとし，参加都道府県の責任で行う。

なお，参加馬の輸送に要する費用は，参加都道府県の負担とする。

７ 飼料及び敷料

 飼料

参加馬の飼料は，参加都道府県が入厩時に持参するものとする。

なお，持参できない場合等は，事前に購入業者の斡旋を申し込むものとする。

 敷料

敷料はオガ粉等とし，参加馬の入厩前に各馬房に配布し，不足が生じた場合は適

宜支給する。

８ 参加都道府県の責務

参加都道府県は，参加馬の輸送の出発に際し，参加馬の健康状態及び装蹄に十分配

慮し，良好な状態で参加させるよう努める。

また，入厩期間中は，参加馬の健康管理，飼料，馬具等の保管及び厩舎内外の清潔

の保持等について責任を持って行う。

９ 県委員会と市委員会の業務分担等

県委員会及び市委員会は，馬事衛生に係る業務の分担及び経費の負担について，別

途協議の上，定める。

10 その他

この要項に定めるもののほか，馬事衛生に必要な事項については，県委員会及び市

委員会又は馬事衛生本部が，関係機関・団体等と協議の上，定める。
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第４回宿泊・衛生専門委員会

平 成 3 0 年 １ 月 1 9 日 決 定

燃ゆる感動かごしま国体 合同配宿実施方針

１ 合同配宿の目的

燃ゆる感動かごしま国体に参加する選手・監督，役員等大会参加者の配宿にあたっ

ては，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「県委員会」という。）

及び会場地市町村実行委員会（以下「会場地委員会」という。）が合同で配宿本部を

設置し，その配宿本部が宿泊施設を一元管理するとともに，一括して配宿を行う（以

下「合同配宿」という。）ことにより，業務の省略化と経費削減を図りながら，効率

的かつ円滑に配宿業務を実施する。

２ 合同配宿の体制

 合同配宿本部の設置

開催年において，短期間に集中する配宿業務を効率的かつ円滑に実施するため，

県委員会及び会場地実行委員会で組織する「燃ゆる感動かごしま国体合同配宿本部

（仮称）」を設置し，県委員会に本部事務局，会場地委員会に支部事務局を設置す

る。

 配宿センターの設置

合同配宿本部の業務を円滑に推進するため，旅行業者が配宿業務に従事する配宿

センターを設置する。

 本部事務局と支部事務局との連携

本部事務局及び各支部事務局が全県の宿泊状況を把握できるよう，両者と配宿セ

ンター間にインターネット等のネットワークを構築し，双方の連携を図る。

３ 業務委託

 合同配宿業務の委託

合同配宿の実施に当たっては，合同配宿の実施に必要な宿泊システムの構築，宿

泊施設実態調査の実施，仮配宿計画の作成，客室の確保・調整及び配宿センターの

設置・運営等，本配宿等の業務を別紙「燃ゆる感動かごしま国体合同配宿業務委託

概要」を基本として，旅行業者に委託する。

 委託契約方法

合同配宿の業務委託（以下「合同配宿業務委託」という。）は，平成30年度から

平成32年度まで，年度ごとに委託契約を締結する。

また，年度ごとの委託契約は一括して県委員会が旅行業者と締結する。
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４ 経費負担

 県委員会及び会場地委員会の経費負担割合

県委員会と会場地委員会は，平成30年度から平成32年度までの合同配宿業務委託

に係る総経費の２分の１をそれぞれ負担する。

 各会場地委員会の負担額

各会場地委員会の負担額は，配宿業務を有する全ての会場地委員会が均等に負担

する固定割負担額（基本額）と，営業宿泊施設への配宿人数（実績）に応じて負担

する比例割負担額の合計により算定する。

ア 固定割負担額（基本額）

各会場地委員会は，平成32年度（開催年度）の委託業務に関する業務管理費

の２分の１を均等に負担する。

イ 比例割負担額

会場地委員会が負担する合計額（上記４ で算定した額）から固定割負担額

（基本額）（上記４ アで算定した額）の合計を除いた額について，会場地市

町村ごとの営業宿泊施設配宿人数（実績）により比例按分して負担する。

なお，転用施設及び民泊への配宿人数については，当該施設の確保及び配宿

調整業務等を各会場地委員会が直接行うため，比例割負担額の算出対象には含

めない。

５ 負担額の精算

合同配宿業務委託に係る経費の精算については，県委員会と各会場地委員会の負担

額を平成32年度の国体終了後に前述の算定方法に基づき確定させ，平成32年度中の県

委員会が定める期日までに精算する。

６ 業務分担

 平成30年度及び平成31年度〔合同配宿に係る準備業務〕

平成30年度及び平成31年度の合同配宿に係る準備業務については，県委員会と会

場地委員会で概ね以下のとおり分担する。

ア 県委員会業務分担区分

合同配宿業務に係る旅行業者との委託契約の締結

宿泊施設実態調査（第二次）の実施と活用

営業宿泊施設の客室確保及び総合調整

仮配宿（第二次，第三次）の実施及び仮配宿計画作成に係る総合調整

広域配宿の調整

施設別適用宿泊料金の調整

配宿センターの設置準備

イ 会場地委員会業務分担区分

配宿における各競技団体との連絡調整

宿泊施設実態調査（第二次）の報告
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会場地市町村における営業宿泊施設の客室確保及び個別調整

仮配宿（第二次，第三次）の実施及び仮配宿計画作成並びに報告

広域配宿先の営業宿泊施設の客室確保及び個別調整並びに輸送業務

転用施設及び民泊の利用調整及び不足備品等の補完対策

 平成32年度〔合同配宿本部の設置及び本配宿の実施〕

平成32年度の合同配宿業務については，以下のとおり本部事務局，支部事務局を

設置して推進する。

ア 県委員会業務分担区分

本部事務局の設置及び運営

本部事務局の業務内容は，概ね以下のとおりとする。

・ 合同配宿業務に係る旅行業者との委託契約の締結

・ 営業宿泊施設の客室確保及び総合調整

・ 仮配宿（最終）の実施及び仮配宿計画作成に係る総合調整

・ 広域配宿の調整

・ 宿泊意向調査の実施

・ 宿舎説明会の開催

・ 宿舎仮申込の実施

・ 宿舎申込，変更，取消の受付業務及びそれに伴う回答業務

・ 宿舎決定通知書，変更・取消通知書の送付

・ 営業宿泊施設への本配宿業務

・ 宿泊実績等統計処理

イ 会場地委員会業務分担区分

支部事務局の設置及び運営

支部事務局の業務内容は，概ね以下のとおりとする。

・ 会場地市町村における営業宿泊施設の客室確保及び個別調整

・ 仮配宿（最終）の実施及び仮配宿計画作成並びに報告

・ 広域配宿先の営業宿泊施設の客室確保及び個別調整並びに輸送業務

・ 宿泊意向調査等に係る各競技団体との連絡調整

・ 宿泊仮申込結果の確認

・ 営業宿泊施設への本配宿結果の確認

・ 転用施設等への本配宿業務及びそれに伴う回答

７ その他

この方針に定めるもののほか，合同配宿の実施に関して必要な事項は，県委員会と

会場地委員会が協議して定める。
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第４回宿泊・衛生専門委員会  

平成 30 年１月 19 日決定 

第７５回国民体育大会(鹿児島県) 

宿泊料金等

１．宿泊料金 

区分 税率 
宿泊料金 

備考 
1 泊 2 食 素泊まり 

営業施設 

税抜 3,000 円～ 15,000 円※1 2,100 円～ 10,500 円※2

通 常 の サ ー ビ

ス・奉仕料および

冷暖房料を含む 

8% 3,240 円～ 16,200 円 2,268 円～ 11,400 円 

10% 3,300 円～ 16,500 円 2,310 円～ 11,550 円 

※1 「1泊 2 食」料金(税抜)は 500 円刻みとする。 

※2 「素泊まり」料金(税抜)は「1泊 2食」料金(税抜)の 70％相当（100 円未満は切り上げ）額とする。 

(注１) 宿泊とは、入宿日の 15 時から出発日の 10時までの客室の使用をいうものとし、原則として 1泊 

2 食とする。ただし、欠食控除については宿泊要項において定める。 

(注２) 入湯税については外税とし、宿泊料金とは別に支払う。 

(注３) 報道員およびその他大会関係者の宿泊料金については、別に定める。 

２．昼食(弁当)料金 

消費税 昼食(弁当)料金 備考 

税抜 1,000 円以内 

お茶を含む。8% 1,080 円以内 

10% 1,100 円以内 

※ 宿泊料金・昼食（弁当）料金ともに、消費税および地方消費税については、消費税および地方消費税の 

税率に変更があった場合は、変更後の税率を適用するものとする。 
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燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会会則

   第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この会は，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会（以下「本会」

という｡）と称する。 

 （目的） 

第２条 本会は，第 75 回国民体育大会（冬季大会を除く。）及び第 20 回全国障害者ス

ポーツ大会（以下「両大会」という。）を開催するために必要な事業を行うことを目

的とする。 

 （事業） 

第３条 本会は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。 

 両大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること。 

 両大会における実施競技及び会場地市町村に関すること。 

 両大会の競技施設及び関連施設に関すること。 

 両大会開催及び準備のための経費に関すること。 

 関係行政機関及び関係団体との連絡調整に関すること。 

 その他本会の目的達成に必要な事業に関すること。 

   第２章 組織 

 （構成） 

第４条 本会は，会長及び委員をもって構成する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

 県及び市町村の代表者及び役職員 

 県及び市町村の議会を代表する者 

 関係競技団体，その他関係行政機関・団体の代表者及び役職員 

 学識経験を有する者 

 その他両大会の開催準備及び運営に関係のある者 

 （役員） 

第５条 本会に，次の役員を置く。 

 会長        １名 

 副会長      ８名以内 

 常任委員    50 名以内 

 監事        ３名以内 

 （役員の選任） 

第６条 会長は，鹿児島県知事をもって充てる。 

２ 副会長及び常任委員は，総会の承認を得て委員のうちから会長が委嘱する。 

３ 監事は，総会の承認を得て会長が委嘱する。 

 （役員の職務） 

第７条 会長は，本会を代表し，会務を総理する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，あらかじめ会長が指名した副会

長が，その職務を代理する。 

３ 常任委員は，常任委員会を構成し，第 12 条第７項に掲げる事項を審議する。 
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４ 監事は，本会の財務を監査する。 

 （任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という｡）の任期は，委嘱されたときから本会の

目的が達成されたときまでとする。ただし，委員等が就任時におけるそれぞれの所属

機関又は団体等の役職を離れた場合は，その委員等は，辞任したものとみなし，その

後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は，委員等に特別な事情が生じたときは，その職を解き，必要に応じて補充す

ることができる。 

３ 会長は，前２項の規定により委員等の変更があった場合は，次の総会において報告 

する。 

 （顧問及び参与） 

第９条 本会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は，会長が委嘱する。 

３ 顧問は，会務の重要な事項について，会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は，会長が必要と認める事項について，助言する。 

５ 顧問及び参与の任期等は，前条の規定を準用する。 

   第３章 会議 

 （会議の種類） 

第 10 条 本会に，次の会議を置く。 

 総会 

 常任委員会 

 募金・企業協賛推進委員会 

 専門委員会 

 （総会） 

第 11 条 総会は，会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は，会長が招集する。 

３ 総会の議長は，会長又は会長が指名した者がこれにあたる。 

４ 総会は，次に掲げる事項について審議し，決定する。 

 両大会の開催基本方針に関すること。 

 会則の制定及び改廃に関すること。 

 事業計画及び事業報告に関すること。 

 予算及び決算に関すること。 

 常任委員会及び募金・企業協賛推進委員会に委任する事項に関すること。 

 その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は，委員の過半数の出席がなければ開会し，議決することはできない。ただし，

総会に出席できない委員は，あらかじめ通知された事項について，代理人に権限を委

任し，又は書面で議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は，出席委員（代理人に権限を委任し，又は書面で議決に加わった者を

含む。）の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 
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 （常任委員会） 

第 12 条 常任委員会は，会長，副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は，会長をもって充てる。 

３ 副委員長は，副会長をもって充てる。 

４ 常任委員会は，必要に応じ会長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は，委員長又は委員長が指名した者がこれにあたる。 

６ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名 

した者がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は，次に掲げる事項について審議決定し，その結果を必要に応じて次の 

総会に報告する。 

 総会から委任された事項に関すること。 

 総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること。 

 専門委員会の設置並びに専門委員会への付託及び委任事項に関すること。 

 その他会長が必要と認める事項に関すること。 

８ 第 11 条第５項及び第６項の規定は常任委員会について準用する。 

 （募金・企業協賛推進委員会） 

第 12 条の 2 募金・企業協賛推進委員会（以下「推進委員会」という。）は，会長が委

嘱した委員をもって構成する。 

２ 推進委員会に次の役員を置く。 

 委員長   １名 

 副委員長 若干名 

３ 委員長及び副委員長は，会長が委嘱する。 

４ 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

５ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名

した副委員長がその職務を代理する。 

６ 推進委員会の会議は，委員長が招集し，委員長が議長となる。 

７ 第 11 条第５項及び第６項の規定は，推進委員会について準用する。 

８ 第８条第１項及び第２項の規定は，推進委員会の委員の任期等について準用する。 

 （専門委員会） 

第 13 条 専門委員会は，会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は，常任委員会から付託された事項について調査審議し，その結果を常 

任委員会に報告し，承認を得なければならない。 

３ 専門委員会は，常任委員会から委任された事項について審議決定し，その結果を常 

任委員会に報告する。 

４ 第８条の規定は，専門委員の任期について準用する。 

５ 前各項に定めるもののほか，専門委員会に関し必要な事項は，常任委員会に諮り， 

会長が別に定める。 
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   第４章 会長の専決処分 

 （会長の専決処分） 

第 14 条 会長は，総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまが

ないと認めるとき，又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては，これを

専決処分することができる。 

２ 会長は，前項の規定により専決処分したときは，これを次の総会等において報告し， 

その承認を求めなければならない。 

   第５章  事務局 

 （事務局） 

第 15 条 本会の事務を処理するため，事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は，会長が別に定める。 

   第６章  会計 

 （経費） 

第 16 条 本会の経費は，負担金及びその他の収入をもって充てる。 

 （予算及び決算） 

第 17 条 本会の収支予算は，総会の議決により定め，収支決算は，監事の監査を経て， 

総会の承認を得なければならない。 

 （会計年度） 

第 18 条 本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わる。 

２ 本会の会計に関し必要な事項は，会長が別に定める。 

   第７章  補則 

 （委任） 

第 19 条 この会則に定めるもののほか，本会の運営に関し必要な事項は，会長が別に定 

める。 

   附 則 

１ この会則は，平成 23 年８月９日から施行する。 

２ 本会の設立当初の会計年度は，第 18 条の規定にかかわらず，この会則の施行の日か 

ら平成 24 年３月 31 日までとする。 

   附 則 

１ この会則は，平成 29 年８月８日から施行する。 

２ この会則施行の際，現に第 75 回国民体育大会鹿児島県準備委員会の委員，役員，顧

問，参与又は専門委員である者は，それぞれ燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会

実行委員会の委員，役員，顧問，参与又は専門委員に委嘱されたものとみなす。 

３ この会則施行の際，現に制定されている第 75 回国民体育大会鹿児島県準備委員会の

関係規程等中「第 75 回国民体育大会鹿児島県準備委員会」とあるのは，「燃ゆる感動

かごしま国体・かごしま大会実行委員会」と読み替える。 

４ この会則施行の際，現に決定されている第 20 回全国障害者スポーツ大会開催基本計

画（案）は，本会の開催基本計画とする。 
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